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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第17期
第１四半期
連結累計期間

第18期
第１四半期
連結累計期間

第17期

会計期間
自平成25年３月１日
至平成25年５月31日

自平成26年３月１日
至平成26年５月31日

自平成25年３月１日
至平成26年２月28日

売上高 (千円) 10,291,522 16,170,365 52,523,177

経常利益 (千円) 1,090,259 1,376,244 3,796,122

四半期(当期)純利益 (千円) 524,446 313,789 1,811,741

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 675,850 255,656 2,203,215

純資産額 (千円) 3,987,192 9,210,097 9,332,001

総資産額 (千円) 33,166,464 40,830,574 35,819,142

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 58.11 29.92 183.66

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― － －

自己資本比率 (％) 12.0 22.6 26.1
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

また、平成26年４月30日付で株式会社ＹＵＮＡＲＩの全株式を取得し、新たに子会社としております。

 
第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、新たに締結した重要な契約は次のとおりであります。

株式会社ＹＵＮＡＲＩの株式取得　

当社は、平成26年３月19日開催の取締役会において、株式会社ＹＵＮＡＲＩの全株式を取得することを決議し、平

成26年４月14日付で株式譲渡契約を締結いたしました。これに基づき、平成26年４月30日付で当社は株式会社ＹＵＮ

ＡＲＩの全株式を取得しておりますが、詳細につきましては、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記

事項（企業結合等関係）」に記載のとおりであります。
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３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による金融政策や経済政策等の効果により、全体として

回復基調にて推移してまいりました。

外食産業におきましては、消費税増税の影響や人材不足、円安の進行に伴う原材料価格高騰等、厳しい経営環境

が続いておりますが、個人消費に持ち直しの動きが見られる等、明るい兆しが見えてまいりました。

こうした環境の中、当社グループは、ブランド事業部体制によるブランド力の強化に注力し、品質、サービス等

の店舗力向上に努めるとともに、新たに発足した人財育成チームを中心とした人材の育成強化並びに効率的な人員

配置を踏み込んで実施してまいりました。また、当第１四半期連結累計期間より、株式会社ＹＵＮＡＲＩの23店舗

が新たに連結の範囲に加わる一方で、優良案件に絞り込んだ出店や商況の変化に合わせた業態変更及び撤退等の迅

速な判断を行い、グループ全体では27店舗の新規出店、６店舗の撤退を実施した結果、当第１四半期末における店

舗数は557店舗となりました。また業務受託店舗等を含めた総店舗数は567店舗となりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は16,170百万円(前年同期比57.1％増)、営業利益1,243百

万円(前年同期比16.3％増)、経常利益1,376百万円(前年同期比26.2％増)、四半期純利益313百万円(前年同期比

40.2％減)となりました。　

 

(２) 財政状態の分析

 (資産の部)

当第１四半期連結会計期間末の流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べ2,708百万円増加し、10,648百万円と

なりました。この主な要因は、現金及び預金が1,211百万円、売掛金が1,192百万円増加したことによるものです。

当第１四半期連結会計期間末の固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べ2,303百万円増加し、30,182百万円と

なりました。この主な要因は、子会社の新規連結等により、のれんが1,119百万円増加したことによるものです。

 (負債の部)

当第１四半期連結会計期間末の負債の残高は、前連結会計年度末に比べ5,133百万円増加し、31,620百万円となり

ました。この主な要因は、長期借入金が2,709百万円増加したことによるものです。

 (純資産の部)

当第１四半期連結会計期間末の純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ121百万円減少し、9,210百万円となり

ました。この主な要因は、利益剰余金が63百万円減少したことによるものです。

 

(３) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(４) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

(５) 主要な設備

当第１四半期連結累計期間に著しい変動があった設備は、次のとおりであります。

当第１四半期連結累計期間において、株式会社ＹＵＮＡＲＩの株式を取得し連結の範囲に含めたことに伴い、建

物及び構築物が296百万円、差入保証金が126百万円それぞれ増加しております。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(１) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】
　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 63,600,000

計 63,600,000
 

 

② 【発行済株式】
　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年７月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,524,738 10,524,738
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数100株

計 10,524,738 10,524,738 － －
 

 

(２) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(３) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(４) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(５) 【発行済株式総数、資本金等の推移】
　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年３月１日～
平成26年５月31日

－ 10,524,738 － 1,012,212 － 1,224,170
 

 

(６) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(７) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日(平成26年２月28日)に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

① 【発行済株式】

平成26年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　　36,900 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　10,486,400 104,864
権利内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式

単元未満株式 普通株式　　　 1,438 － 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 10,524,738 － －

総株主の議決権 － 104,864 －
 

 

② 【自己株式等】

平成26年５月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

株式会社クリエイト・　　
レストランツ・　　　　　
ホールディングス

東京都品川区東五反田　
五丁目10番18号

36,900 － 36,900 0.35

計 － 36,900 － 36,900 0.35
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成26年３月１日から平

成26年５月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年３月１日から平成26年５月31日まで)に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(１) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年５月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,253,119 6,464,944

  売掛金 1,660,981 2,853,860

  原材料 234,492 240,599

  前払費用 418,709 460,792

  その他 373,118 628,371

  流動資産合計 7,940,420 10,648,569

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 9,402,902 10,340,904

   その他（純額） 2,599,857 2,691,621

   有形固定資産合計 12,002,760 13,032,526

  無形固定資産   

   のれん 9,369,001 10,488,314

   その他 57,631 61,433

   無形固定資産合計 9,426,633 10,549,747

  投資その他の資産   

   差入保証金 4,935,039 5,222,108

   その他 1,514,289 1,377,621

   投資その他の資産合計 ※  6,449,328 ※  6,599,730

  固定資産合計 27,878,721 30,182,005

 資産合計 35,819,142 40,830,574
 

 

EDINET提出書類

株式会社クリエイト・レストランツ・ホールディングス(E05517)

四半期報告書

 7/16



 

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年５月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 1,407,913 1,715,303

  短期借入金 3,527,658 4,275,688

  未払金 1,617,099 2,165,655

  未払費用 1,305,605 1,652,333

  未払法人税等 843,502 777,453

  賞与引当金 136,546 199,803

  株主優待引当金 93,041 57,415

  店舗閉鎖損失引当金 12,997 43,134

  資産除去債務 67,086 99,615

  その他 583,863 870,227

  流動負債合計 9,595,315 11,856,630

 固定負債   

  長期借入金 14,308,908 17,018,531

  繰延税金負債 － 2,049

  退職給付引当金 155,111 163,776

  役員退職慰労引当金 22,734 25,284

  資産除去債務 1,365,511 1,426,847

  その他 1,039,559 1,127,358

  固定負債合計 16,891,824 19,763,846

 負債合計 26,487,140 31,620,477

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,012,212 1,012,212

  資本剰余金 4,576,030 4,576,030

  利益剰余金 3,215,142 3,151,372

  自己株式 △20,127 △20,127

  株主資本合計 8,783,258 8,719,488

 その他の包括利益累計額   

  繰延ヘッジ損益 78 △211

  為替換算調整勘定 548,663 490,820

  その他の包括利益累計額合計 548,742 490,608

 純資産合計 9,332,001 9,210,097

負債純資産合計 35,819,142 40,830,574
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(２) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
　至 平成26年５月31日)

売上高 10,291,522 16,170,365

売上原価 2,798,230 4,454,946

売上総利益 7,493,291 11,715,419

販売費及び一般管理費 6,423,974 10,471,632

営業利益 1,069,317 1,243,787

営業外収益   

 受取補償金 － 100,000

 協賛金収入 44,439 67,619

 その他 12,043 24,096

 営業外収益合計 56,482 191,716

営業外費用   

 支払利息 28,771 50,951

 その他 6,769 8,307

 営業外費用合計 35,540 59,259

経常利益 1,090,259 1,376,244

特別損失   

 減損損失 59,728 323,356

 店舗閉鎖損失 93 6,614

 店舗閉鎖損失引当金繰入額 6,661 31,827

 その他 9,397 17,939

 特別損失合計 75,881 379,739

税金等調整前四半期純利益 1,014,377 996,505

法人税等 489,930 682,715

少数株主損益調整前四半期純利益 524,446 313,789

四半期純利益 524,446 313,789
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
　至 平成26年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 524,446 313,789

その他の包括利益   

 繰延ヘッジ損益 182 △290

 為替換算調整勘定 151,221 △57,843

 その他の包括利益合計 151,403 △58,133

四半期包括利益 675,850 255,656

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 675,850 255,656

 少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

連結の範囲の重要な変更

当第１四半期連結会計期間において、平成26年４月30日付で株式会社ＹＵＮＡＲＩの全株式を取得し新たに子

会社としたため、連結の範囲に含めております。

 
(会計方針の変更)

　該当事項はありません。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

税金費用の計算

税金費用については、一部の連結子会社を除き、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期

純損益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積り実効税率を乗

じて計算しております。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 

 
前連結会計年度

(平成26年２月28日)
当第１四半期連結会計期間
(平成26年５月31日)

投資その他の資産 8,500千円 8,500千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む)及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
至 平成25年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
至 平成26年５月31日)

減価償却費 333,947千円 555,009千円

のれんの償却額 9,086 143,958 
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成25年３月１日 至 平成25年５月31日)

配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月29日
定時株主総会

普通株式 433,186 48 平成25年２月28日 平成25年５月30日 利益剰余金
 

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成26年３月１日 至 平成26年５月31日)

配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月28日
定時株主総会

普通株式 377,560 36 平成26年２月28日 平成26年５月29日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間(自 平成25年３月１日 至 平成25年５月31日)

　１．報告セグメントの概要

当社グループは店舗による飲食提供を主な事業としており、報告セグメントは当該事業のみであるた

め、記載を省略しております。

 

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する概要

（のれんの金額の重要な変動）

当第１四半期連結会計期間において、株式会社イートウォーク、株式会社イートウォークＷＥＳＴ、有

限会社ＥＷＣ及びＳＦＰダイニング株式会社の株式を取得したため、のれんを認識しておりますが、報告

セグメントは店舗による飲食事業のみであるため、記載を省略しております。

 
　当第１四半期連結累計期間(自 平成26年３月１日 至 平成26年５月31日)

　１．報告セグメントの概要

当社グループは店舗による飲食提供を主な事業としており、報告セグメントは当該事業のみであるた

め、記載を省略しております。

 

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する概要

（固定資産に係る重要な減損損失）

当第１四半期連結会計期間において、固定資産の減損損失323,356千円を計上しておりますが、報告セグ

メントは店舗による飲食事業のみであるため、記載を省略しております。

（のれんの金額の重要な変動）

当第１四半期連結会計期間において、株式会社ＹＵＮＡＲＩの株式を取得したため、のれんを認識して

おります。概要につきましては、「第４　経理の状況　１ 四半期連結財務諸表　注記事項（企業結合等関

係）」に記載のとおりでありますが、報告セグメントは店舗による飲食事業のみであるため、記載を省略

しております。
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(企業結合等関係)

取得による企業結合

１．企業結合の概要

（１）被取得企業の名称及びその事業の内容

名　　　称 株式会社ＹＵＮＡＲＩ

事業の内容
「つけめん ＴＥＴＳＵ」、「江戸前煮干中華そば きみ
はん」等の飲食店舗の運営等

 

 

（２）企業結合を行った主な理由

当社は、株式会社ＹＵＮＡＲＩの持つブランド力に、当社グループの店舗経営に係わる総合力を組み合わ

せることで、今後、同社の更なる発展を達成することが可能であると考えております。また、本件の取組み

は、当社が志向するグループ経営による成長ビジョンに合致する上、強いグループの形成及びグループの発

展・成長につながること、ひいては当社グループの企業価値向上につながるものと判断し、同社と資本提携

することといたしました。      

（３）企業結合日　         

　　　平成26年４月30日

（４）企業結合の法的形成 　

     現金を対価とした株式取得　

（５）結合後企業の名称 

     結合後の企業名称に変更はありません。　

（６）取得した議決権比率　

　   100.0％

（７）取得企業を決定するに至った主な根拠

     当社が株式会社ＹＵＮＡＲＩの全株式を取得し、連結子会社化したことによります。

 
　２．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

　平成26年５月１日から平成26年５月31日までを業績期間としております。

 
　３．被取得企業の取得原価及びその内訳

取得の対価（現金） 1,500,000千円

取得に要した費用 5,304千円
 

　

　４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

（１）発生したのれんの金額

   　1,263,270千円

（２）発生原因

　   今後の事業展開によって期待される将来の超過収益力から発生したものであります。

（３）償却方法及び償却期間

   　10年間にわたる定額法
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
至 平成25年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
至 平成26年５月31日)

１株当たり四半期純利益金額 58円11銭 29円92銭

 (算定上の基礎)   

 四半期純利益金額(千円) 524,446 313,789

 普通株主に帰属しない金額(千円) － －

 普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 524,446 313,789

 普通株式の期中平均株式数(株) 9,024,704 10,487,783
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

株式分割

当社は、平成26年７月11日開催の取締役会において株式分割を行う旨の決議をしております。当該株式分割の

内容は、次のとおりであります。

１.株式分割の目的

当社株式の投資単位当たりの金額を引き下げることにより、流動性向上及び投資家層の拡大を図ることを目的

としております。なお、今回の株式分割による資本金の額の変更はありません。

２.株式分割の概要

(１）分割の方法

平成26年８月31日(日)を基準日として、同日最終の株主名簿に記載又は記録された株主が所有する普通株

式を、１株につき３株の割合をもって分割いたします。

(２）分割により増加する株式数

　株式分割前の発行済株式数　　　　:　10,524,738株

　今回の分割により増加する株式数　:　21,049,476株

　株式分割後の発行済株式総数　　　:　31,574,214株

　株式分割後の発行可能株式総数　　:　63,600,000株

(３）分割の日程

　基準日公告日:平成26年８月15日(金)

　基準日　　　:平成26年８月31日(日)

　※実質的な基準日は平成26年８月29日(金)となります。

　効力発生日　:平成26年９月１日(月)

３.１株当たり情報に及ぼす影響

前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定した場合における(１株当たり情報)の数値は次のとお

りであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
至 平成25年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
至 平成26年５月31日)

１株当たり四半期純利益金額 19円37銭 ９円97銭
 

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 
 

 

平成26年７月11日

株式会社クリエイト・レストランツ・ホールディングス

取 締 役 会 御 中

 

有限責任監査法人 トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   原   田   誠   司   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   山　　本   千 鶴 子   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社クリエ

イト・レストランツ・ホールディングスの平成26年３月１日から平成27年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連

結会計期間(平成26年３月１日から平成26年５月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年３月１日から平成26年

５月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括

利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社クリエイト・レストランツ・ホールディングス及び連結

子会社の平成26年５月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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